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JaLC 「対話・共創の場」（第3回）



• 国内のコンテンツ・機関を対象としたサービスを展開

• CiNii
– Articles：論文情報のメタデータ・リンク情報

– Books：図書・雑誌の書誌・所在情報

– Dissertations：博士論文のメタデータ・リンク情報

• NACSIS-CAT/ILL
–目録所在情報サービス

• 機関リポジトリ
– JAIRO：機関リポジトリ搭載の学術情報のメタデータ・リン
ク情報

• KAKEN
–科学研究費助成事業の研究課題・成果情報

2

NIIのコンテンツ事業



• 概要（2017/02現在）

– JAIRO（IRDB）登録機関数

• 589機関

–コンテンツ数

• 全体：2,458,058件

• 紀要論文：1,108,484件

• 雑誌論文：445,085件

• 学位論文：195,222件

• …

• 本文ありの割合（全体）：76.0％

– JaLC準会員の申請機関数

• 241機関
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機関リポジトリ事業とJaLC
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機関リポジトリとJAIRO（IRDB）とJaLC

 



• JaLCシステムでの分類種別で抽出
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JaLC DOIの利用状況(コンテンツ付与数)
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NIIのコンテンツ事業

• 国内のコンテンツ・機関を対象としたサービスを展開

• CiNii
– Articles：論文情報のメタデータ・リンク情報

– Books：図書・雑誌の書誌・所在情報

– Dissertations：博士論文のメタデータ・リンク情報

• NACSIS-CAT/ILL
–目録所在情報サービス

• 機関リポジトリ
– JAIRO：機関リポジトリ搭載の学術情報のメタデータ・リン
ク情報

• KAKEN（今後の構想）
–科学研究費助成事業の研究課題・成果情報



• DOIを利用した科研費報告書の成果情報の入力簡素化

–科研費（MEXT/JSPS）では、DOIを入力することで、必要
な情報が自動入力される仕組みの導入を検討中

• 現状の問題点

–研究者による入力負担（固定された入力枠へ1件ずつ入力する
必要がある）

–入力ミスによる不正確なデータが発生
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今後の構想(1)：科研費でのDOI利用
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今後の構想(1)：科研費でのDOI利用

DOIを入力してボタンを押すと

※画面イメージ



今後の構想(1)：科研費でのDOI利用
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NIIのサービスを参照して、必要な情報が自動入力され
る。
「DOI認証済」フラグを付ける事で、信頼できるデータに。 ※画面イメージ



• メリット

–研究者による入力負担の軽減

– DOIからの信頼できる情報が自動入力できれば、KAKEN上で
のリンク切れが減少

– JAIRO等の情報を参照することができれば、オープンアクセ
スコンテンツにも確実にアクセスできる
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今後の構想(1)：科研費でのDOI利用



今後の構想(1)：科研費でのDOI利用

11

KAKENからのリンク切れ
も大幅に減少

※画面イメージ



今後の構想(1)：科研費でのDOI利用
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オープンアクセスへのア
クセスも確実に。

※画面イメージ



• 競争的研究資金による研究課題についても、論文等と同
様に永続的にアクセスできる仕組みが必要である。

• そのため、公開された研究課題に対する、JaLCを利用し
たDOI付与について検討したい。

• DOI登録の対象データとして「研究課題」を新たに追加
する必要がある。
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今後の構想(2)：研究課題へのDOI付与の検討


